
１
２
月
３
日
（
日
）
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル

に
て
、
建
交
労
東
京
都
本
部
２
４
春
闘

討
論
集
会
を
開
催
し
２
５
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
石
塚
副
委
員
長
に
よ
る
開
会

あ
い
さ
つ
と
座
長
就
任
を
経
て
、
松
田

委
員
長
よ
り
主
催
者
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
記
念
講
演
を
、
東
京
学
習

協
常
任
理
事
で
あ
る
江
口
健
志
氏
を
講

師
と
し
て
「
賃
上
げ
こ
そ
が
経
営
改
善

の
活
路
、
日
本
経
済
再
生
へ
の
道
、
労

働
組
合
の
役
割
。
」
を
行
い
ま
し
た
。

３
０
年
に
渡
っ
て
日
本
の
労
働
者
の

賃
金
が
下
が
り
続
け
て
き
た
理
由
に
つ

い
て
多
角
的
に
紹
介
さ
れ
「
９
０
年
代

以
降
の
長
期
不
況
、
新
自
由
主
義
の
台

頭
、
大
企
業
は
賃
金
を
抑
え
る
こ
と
で

利
潤
を
増
大
、
蓄
積
し
て
利
潤
を
配
当

や
内
部
留
保
に
配
分
し
、
短
期
的
利
益

を
追
求
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
労
働
組

合
と
企
業
の
力
関
係
も
、
大
企
業
労
組

が
『
支
払
い
能
力
』
論
に
屈
服
し
、
労

使
対
等
が
崩
れ
、
１
９
８
０
年
代
以
降
、

大
企
業
で
ス
ト
ラ
イ
キ
が
事
実
上
消
滅
。

大
・
中
小
経
営
者
の
意
識
の
劣
化
、

賃
金
切
り
下
げ
が
、
日
本
経
済
を
沈
滞

さ
せ
、
個
人
消
費
の
低
迷
と
地
域
経
済

を
加
速
さ
せ
て
き
た
。

日
本
経
済
の
沈
滞
は
、

長
年
の
賃
下
げ
が
大

き
な
原
因
で
あ
り
、
外
需
依
存
の
輸
出

頼
み
に
は
限
界
が
あ
る
。

労
働
組
合
の
役
割
は
、
賃
金
抑
制
、

賃
下
げ
傾
向
を
打
破
し
、
経
営
者
に
相

応
の
経
営
努
力
を
求
め
る
た
め
、
高
い

レ
ベ
ル
の
賃
上
げ
を
求
め
、
ス
ト
ラ
イ

キ
を
背
景
に
闘
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
中
小
企
業
な
ど
で
は

相
互
尊
重
と
相
互
信
頼
の
構
築
が
重
要

で
あ
る
。
大
幅
賃
上
げ
で
、
経
営
改
善
、

労
働
者
本
位
の
日
本
経
済
再
生
へ
の
一

歩
を
踏
み
出
そ
う
。
」
と
、
訴
え
ま
し

た
。続

い
て
、
都
本
部
２
４
春
闘
方
針
第

一
次
案
を
提
起
し
ま
し
た
。
２
４
春
闘

に
お
け
る
都
本
部
重
点
課
題
と
し
て
２

１
～
２
３
春
闘
に
引
き
続
き
、
都
本
部

に
結
集
す
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
、
社
会
的
役
割
に
相
応
し
い
賃
金
と

待
遇
を
求
め
る
運
動
を
継
続
す
る
こ
と
。

そ
し
て
、
非
正
規
労
働
者
の
賃
金
底

上
げ
、
格
差
是
正
、
均
等
待
遇
を
各
職

場
で
追
求
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会

を
つ
く
る
と
り
く
み
強
化
す
る
こ
と
。

ま
た
、
物
価
高
騰
か
ら
く
ら
し
を
守
る

べ
く
大
幅
賃
上
げ
を
職
場
の
内
外
で
求

め
て
い
く
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

全
体
討
論
で
は
７
名
の
仲
間
よ
り
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
討
論
ま
と
め
を
行
い
、
清

水
副
委
員
長
に
よ
る
閉
会
挨
拶
、
松
田

委
員
長
に
よ
る
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
、

討
論
集
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

【

書
記
長

遠
藤

晃

】

東
京
建
設
・
関
連
部
会
は
１
１
月
３

０
日
（
木
）
、
Ｊ
Ｒ
中
野
駅
北
口
で
組

織
拡
大
を
目
的
と
し
た
宣
伝
行
動
に
と

り
く
み
ま
し
た
。
「
職
場
の
悩
み
は
一

人
で
か
か
え
ず
労
働
組
合
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
！
」
と
組
合
加
入
を
訴
え
る
横

断
幕
を
広
げ
、
部
会
独
自
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ

チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。
中
野
労
連

の
仲
間
も
参
加
し
、
六
神
要
さ
ん
が
沖

縄
民
謡
『
安
里
屋(

あ
さ
と
や)

ユ
ン
タ
』

を
ベ
ー
ス
に
作
詞
し
た
『
建
交
労
ゆ
ん

た
』
を
熱
唱
。
寒
さ
を
ふ
き
と
ば
す
沖

縄
の
温
か
い
音
色
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
仲
間
が
、
労
働
環
境
の
実

態
や
労
働
条
件
の
改
善
を
ア
ピ
ー
ル
し

組
合
加
盟
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

【

事
務
局
長

笹
原

和
樹

】
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勝
利
を
目
指
し
て

東
京
都
本
部
２
４
春
闘
討
論
集
会
開
催

２４春闘勝利を目指し団結してがんばろう！！

挨拶をする松田執行委員長

学習会講師 東京学習協 江口幹事

三線を演奏する六神要さん(建築設計支部いしずえ分会）



長
年
の
争
議
支

援
に
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

京
王
電
鉄
は
、
人
事
部
や
経
理
部
等
、

部
門
の
子
会
社
化
を
す
す
め
、
労
働

者
の
賃
金
を
下
げ
て
き
た
。
分
社
化

や
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
は
、
会
社
の

裁
量
で
行
わ
れ
る
た
め
労
働
者
側
で

は
と
め
ら
れ
な
い
。
賃
下
げ
を
実
施

し
た
後
、
賃
金
が
高
い
社
員
を
追
い

出
し
に
か
か
る
。
労
働
組
合
が
た
た

か
う
べ
き
だ
が
連
合
労
組
は
た
た
か

わ
な
い
。
労
働
者
の
自
死
の
労
災
認

定
を
勝
ち
取
る
な
ど
、
労
働
組
合
が

個
別
の
問
題
を
た
た
か
わ
な
い
と
、

春
闘
も
た
た
か
え
ず
賃
上
げ
も
実
現

し
な
い
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

東
京
ト
ラ
ッ
ク
部

会
の
活
動
に
つ
い
て
。

今
年
１
月
に
第
１
４

回
総
会
を
開
催
、
３
月
に
ト
ラ
ッ
ク

パ
レ
ー
ド
、
全
国
部
会
統
一
行
動
と

し
て
品
川
区
モ
ノ
レ
ー
ル
流
通
セ
ン

タ
ー
で
の
宣
伝
行
動
、
国
交
省
等
要

請
、
６
月
に
労
働
局
交
渉
を
実
施
し
、

２
０
２
４
年
問
題
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の

実
態
に
つ
い
て
要
請
し
た
。
ま
た
、

関
東
の
各
県
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
、

Ｇ
マ
ー
ク
や
悪
質
業
者
へ
の
指
導
強

化
等
に
つ
い
て
懇
談
し
た
。
来
期
は

各
都
道
府
県
の
ト
ラ
ッ
ク
部
会
と
協

力
し
て
行
い
た
い
。
交
運
共
闘
へ
の

結
集
の
他
、
ト
ラ
ッ
ク
最
賃
対
策
会

議
等
に
つ
い
て
運
輸
労
連
と
今
後
も

連
携
し
、
業
界
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
条
件
改
善
に
向
け
て
奮
闘
し
た
い
。

神
田
支
部
で
は
、

２
４
春
闘
に
向
け
て

１
月
の
支
部
春
闘
討

論
集
会
を
は
じ
め
、
２
月
末
に
か
け

て
職
場
オ
ル
グ
を
実
施
す
る
。
将
来

に
不
安
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
退
職

さ
れ
る
方
も
多
い
た
め
２
４
春
闘
で

は
２
０
２
４
年
問
題
や
物
価
高
騰
等

な
ど
踏
ま
え
、
８
時
間
働
け
ば
暮
ら

せ
る
賃
金
の
獲
得
を
目
指
し
、
支
部

独
自
の
賃
金
制
度
要
求
に
よ
る
大
幅

賃
金
引
き
上
げ
と
暮
ら
し
改
善
に
挑

み
た
い
。
生
計
費
お
よ
び
春
闘
ア
ン

ケ
ー
ト
に
沿
っ
た
要
求
を
確
立
す
る
。

年
令
を
問
わ
ず
構
内
作
業
員
等
の
業

種
の
賃
金
政
策
を
制
度
設
計
し
会
社

に
提
案
す
る
。
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
は

回
答
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
し
た
集

約
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。
組
織
拡

大
に
向
け
て
組
織
推
進
委
員
会
で
、

対
象
者
を
絞
り
各
職
場
で
委
員
か
ら

加
入
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
一
つ
で

も
多
く
の
意
見
を
聞
い
て
要
求
実
現

に
向
け
て
日
々
努
力
し
て
い
く
。

生
コ
ン
輸
送
会
社

は
、
生
コ
ン
工
場
で

専
属
輸
送
す
る
会
社
、

傭
車
と
し
て
応
援
す
る
会
社
、
生
コ

ン
工
場
が
直
に
ミ
キ
サ
ー
車
を
所
有

す
る
会
社
な
ど
が
あ
る
。
日
に
よ
っ

て
変
化
す
る
生
コ
ン
出
荷
量
に
伴
い
、

日
給
月
給
で
雇
わ
れ
て
い
る
運
転
手

の
賃
金
が
支
払
わ
れ
な
い
事
も
あ
る
。

全
国
セ
メ
ン
ト
・
生
コ
ン
部
会
に
結

集
し
、
経
験
を
分
会
の
活
動
に
活
か

し
て
来
た
。
会
社
に
は
３
つ
の
労
組

が
あ
り
、
最
少
数
組
合
で
あ
る
も
の

の
、
ハ
ツ
リ
手
当
の
支
給
実
現
な
ど
、

日
頃
か
ら
会
社
と
粘
り
強
く
対
話
を

続
け
て
来
た
事
で
信
頼
関
係
を
築
き

成
果
を
勝
ち
取
っ
て
来
た
。
６
０
歳

定
年
後
の
賃
金
維
持
に
つ
い
て
、
日

給
月
給
制
か
ら
月
給
制
へ
労
働
契
約

の
選
択
肢
を
増
や
す
と
い
う
実
利
を

勝
ち
取
り
、
正
規
と
嘱
託
社
員
の
賃

金
格
差
の
差
の
是
正
に
繋
が
っ
た
。

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
営
業
所
内
で

３
分
の
２
の
運
転
手
か
ら
集
約
し
、

結
果
を
分
析
し
た
資
料
と
要
求
書
を

会
社
に
提
出
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力

し
て
頂
い
た
方
に
も
お
礼
を
添
え
て

配
布
し
て
い
る
。
組
合
掲
示
板
に
も

張
り
出
し
て
い
る
。
今
後
も
新
た
な

事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
。

東
京
建
設
・
関
連

部
会
の
活
動
に
つ
い

て
。
毎
月
第
２
水
曜

に
幹
事
会
を
開
催
。
様
々
な
業
種
が

あ
る
中
、
情
勢
や
職
場
の
状
況
な
ど

共
有
し
て
い
る
。
建
築
士
の
低
賃
金
、

長
時
間
労
働
に
つ
い
て
、
前
提
と
な

る
１
物
件
当
た
り
の
設
計
業
務
報
酬

が
低
い
課
題
を
改
善
し
た
い
。
こ
の

ま
ま
で
は
建
築
士
の
成
り
手
が
い
な

く
な
る
の
で
は
と
の
懸
念
が
あ
る
。

ベ
テ
ラ
ン
建
築
士
あ
っ
て
も
国
交
省

が
出
し
て
い
る
技
術
者
単
価
の
業
務

報
酬
算
定
基
準
が
「
単
価
Ｃ
」
で
入

社
５
年
目
位
の
報
酬
基
準
と
な
っ
て

お
り
基
準
そ
の
も
の
が
低
い
等
の
声

が
あ
る
。
２
０
２
４
年
春
闘
に
向
け

て
、
建
築
士
の
業
務
に
つ
い
て
「
見

え
る
化
」
運
動
の
具
体
化
や
、
ゼ
ネ

コ
ン
監
督
の
完
全
週
休
２
日
制
に
向

け
て
、
建
設
現
場
の
４
週
８
閉
所
を

目
指
し
、
各
職
場
で
の
団
体
交
渉
を

は
じ
め
、
業
界
や
国
交
省
等
に
求
め

て
い
き
た
い
。

東
京
高
齢
者
就
労

福
祉
事
業
団
は
、
都

内
の
２
３
区
や
三
多

摩
地
域
の
公
園
等
の
清
掃
業
務
を
、

毎
年
入
札
で
受
注
し
て
い
る
。
落
札

出
来
な
け
れ
ば
仕
事
を
失
う
。
７
０

歳
～
８
４
歳
の
方
が
就
労
し
て
お
り
、

仕
事
が
取
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
取

れ
た
地
域
と
連
携
し
て
就
労
を
確
保

・
継
続
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
高

齢
者
の
就
労
の
場
確
保
の
た
め
奮
闘

し
た
い
。
赤
字
の
現
場
が
多
い
こ
と

も
あ
り
、
改
善
策
の
一
つ
と
し
て
江

東
事
業
所
で
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー

ム
」
を
立
ち
上
げ
る
事
と
な
っ
た
。

２
０
１
９
年
に
東
京
都
で
方
針
化
さ

れ
た
事
業
で
、
東
部
支
部
畠
中
書
記

長
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

就
労
困
難
者
の
方

の
就
労
確
保
「
ソ
ー

シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
」

事
業
に
つ
い
て
認
可
を
目
指
し
、
１

２
月
に
正
式
に
都
に
申
請
し
た
。

「
仕
事
よ
こ
せ
」
の
全
日
自
労
の
運

動
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
全
国
に
２

０
０
万
人
～
３
０
０
万
人
い
る
と
さ

れ
る
障
が
い
者
や
ひ
き
こ
も
り
の
方

の
就
労
の
場
確
保
と
事
業
化
成
功
を

目
指
し
て
い
る
。
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■１月 ９日（火）８時～２４春闘新春宣伝行

動／新宿駅南口、１１時４５分～軽貨物ユニ

オン主催ヤマト運輸本社前宣伝／（新橋駅・

虎ノ門駅・虎ノ門ヒルズ駅・内幸駅）

■１月１１日（木）１１時～２４春闘闘争宣言

（丸の内仲通りデモ経団連前行動）

■１月１３日（土）１４時～東京都本部新春

旗びらき／ラパスホール（大塚駅）

■１月２０日（土）１０時～東京都本部組織拡

大検討委員会／都本部７階会議室（門前仲町）

■１月２７日(土）～２８日(日）第２５回建交

労中央委員会／幕張テクノガーデンＡ棟

■１月３１日（水）１８時半～２４国民春闘総

決起集会／なかのゼロホール

■２月 ４日（日）１３時半～第２９回東京都

本部委員会／東京トラック健保会館（半蔵門

駅・市ヶ谷駅）
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ラパスホール
（東京労働会館７階）

東京都本部新春旗びらき

豪華景品福引抽選会あります


